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退職給付会計

退職給付会計

1．採用している退職給付制度の概要
　　当金庫は、退職給付制度として確定給付型企業年金制度を採用しております。
　　また、これとは別に総合設立型の基金である全国信用金庫厚生年金基金に加入しております。

2．退職給付債務に関する事項
� （単位：千円）

区　　　　　　　　　分
金　　　　　額

2019年度 2020年度

退職給付債務� （Ａ） 1,451,307 1,353,353

年金資産� （Ｂ） 1,489,680 1,486,720

前払年金費用� （Ｃ） △61,855 △84,427

未認識過去勤務費用� （Ｄ） △2,838 4,472

未認識数理計算上の差異� （Ｅ） 26,321 △53,412

その他（会計基準変更時差異の未処理額）� （Ｆ） ― ―

退職給付引当金（Ａ－Ｂ－Ｃ－Ｄ－Ｅ－Ｆ） ― ―

3．退職給付費用に関する事項
� （単位：千円）

区　　　　　　　　　分
金　　　　　額

2019年度 2020年度

勤務費用� （Ａ） 161,906 155,552

利息費用� （Ｂ） 10,679 10,130

期待運用収益� （Ｃ） △28,526 △27,559

過去勤務費用の費用処理額� （Ｄ） △16,794 △7,311

数理計算上の差異の費用処理額� （Ｅ） △13,149 4,737

会計基準変更時差異の費用処理額� （Ｆ） ― ―

その他（臨時に支払った割増退職金等）� （Ｇ） ― ―

退職給付費用（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ） 114,115 135,549

4．退職給付債務の計算の基礎に関する事項
�

区　　　　　　　　　分
摘　　　　　要

2019年度 2020年度

（1）割引率 0.69% 0.69%

（2）長期期待運用収益率 1.85% 1.85%

（3）退職給付見込額の期間配分方法 期間定額基準

（4）過去勤務費用の額の処理年数 10年（発生年度の職員の平均残存勤務期間内の一定の年数による定額法による）

（5）数理計算上の差異の処理年数 10年（発生年度の職員の平均残存勤務期間内の一定の年数による定額法により、翌期から費用処理する）

（6）会計基準変更時差異の処理年数 －年


